
ブロック内資源循環の事例

埼玉県北Ｂ市に移入する再生利用目的の廃棄物千葉県における建設発生木材の破砕施設からの出荷先

建設副産物等の循環利用建設副産物等の循環利用

同じ循環資源でも 需要や活用用途によって地域的に移動する範囲が異なる
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同じ循環資源でも、需要や活用用途によって地域的に移動する範囲が異なる。
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＜出典＞千葉県における建設発生木材リサイクル促進行動計画（国土交通省） ＜出典＞国立環境研究所
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＜出典＞川崎市＜出典＞北九州市




